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ESTABLISHMENT OF PURIFICATION AND REUSE METHODS
FOR PFOS-CONTAINING WASH WATER
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Naoki HAGA

Synopsis:

PFOS-containing waste must be disposed of at facilities equipped with incineration capabilities as stipulated
in the “Technical Considerations for the Treatment of Waste Containing PFOS and PFOA” published by the
Ministry of the Environment in 2022. Metal scrap and wastewater contaminated with PFOS are also treated as
PFOS-containing waste; however, there are currently some items that are difficult to dispose of depending on the
facility. During the demolition of a certain facility, metal scrap containing PFOS was generated. In order to
dispose of this material, it was necessary to wash the surface of the metal scrap to remove PFOS prior to disposal.
To purify the wash water (PFOS-containing wastewater) generated during this process, a PFOS adsorption
treatment unit was installed at the washing site, and it was confirmed that purification was feasible. Furthermore,
the treated water was reused for washing the metal scrap. As a result, it was confirmed that the volume of PFOS-
containing wastewater generated could be reduced to one-fifth. On the other hand, it was suggested that
coexisting impurities in the wastewater may inhibit the adsorption treatment, which remains an issue to be
addressed in the future.
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	同様に3回目の洗浄処理後の原水は，192,000ng/Lとなり，IER①では106 ng/L，IER②では60 ng/L, 処理水は52 ng/Lとなり，この時点で最終的な処理水のPFOS等濃度が50 ng/Lを超えた．一連の洗浄と処理を繰り返すことで，PFOS等付着金属くずの湿式研磨洗浄に2回再利用することが可能であり，洗浄水量は1/3に低減した．
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	3.5 結果と考察
	イオン交換樹脂を用いた吸着処理により，PFOS等含有水の浄化と繰返し処理を行った，洗浄水は４回までは50ng/L以下に浄化できることを確認した．それにより，繰返し処理をしない場合と比較して，PFOS等含有廃水を1/5まで削減できた．PFOS等処理能力が低下した場合の対応策として，図-3.4に示す循環処理を用いた．循環処理によりイオン交換樹脂とPFOS等含有水の接触頻度を増やし，効率的に濃度低減を図ることが可能である．同様に，イオン交換樹脂との接触時間を長く保つ方法として，処理量は低下するものの，...
	繰返し処理することで，PFOS等濃度が50ng/L以下に浄化しなくなった原因が，水中に含まれる夾雑物等によるイオン交換樹脂の吸着能力の低下と推測し，水質分析を行った．その結果，原水中に含まれるカルシウムイオン由来のカルサイトによるものと推察した．砂ろ過では除去しきれない微細な懸濁物質や有機質等の物質を除去することで，イオン交換樹脂の吸着処理能力をより発現することができると考えられる．そのため，除濁(砂ろ過)装置とイオン交換樹脂を充填した吸着装置の間に，活性炭吸着を導入することも有効であると考えら...
	PFOS等を取り巻く社会情勢や機運によって，各業界・各所にてPFOS等含有廃棄物の発生量は増加すると考えられるが，PFOS等廃棄物を受入れ可能な処分場は限られている．本論では，PFOS等含有配管内壁の洗浄作業によって発生したPFOS等含有水の発生量削減手法を検討した．イオン交換樹脂を用いた洗浄廃水の浄化処理と処理水の繰返し利用は，産廃量の削減に寄与することが明らかとなった．
	環境省では，PFOS等を含有する土壌や地下水に対する実態調査を進めており，PFOS等に対する環境規制の動きは年々強化されつつある．本論では，PFOS等含有水を作業現場内で確実に浄化するためのアプローチを整理したが，これはPFOS等を固相から液相へ移行させ，その液相中のPFOS等を効率的に除去する手法を検討したものとも言い換えることができる．そのため，PFOS等含有土壌やその他の廃棄物といった浄化対象に対しても，本浄化プロセスを応用することが可能と考えられる．近い将来，本格化することが予想される多...



